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中学校国語科における
「主体的に学習に取り組む態度」の見取り方の研究
― 「見取り方例シート」の開発を通して ―

評価の「見取り方例シート」

・「主体的に学習に取り組む態度」をどう評価していくか？
・「指導と評価の一体化」？
・「粘り強さ・学習調整力」？
・ 今までの「関心・意欲・態度」との違いは？

教師の現状

・学習計画の作成
・評価計画の作成

授業時「指導と評価の一体化」
・指導に生かす見取り

授業時「指導と評価の一体化」
・記録に残す見取り

授業後
・単元の総括的な評価
・つながる単元への見通し

シートで生徒の
状況を把握する

シートで「主体的に学習に取り組む
態度」を見取り記録する

把握した生徒の実態を
次の関連単元へ生かす

シートは単元計画の
作成に使える

そ
こ
で

領域

１．主な活動内容
２．学習計画（〇数字は見取る場面）
(１)
(②)
(③)

３．主体的に学習に取り組む態度 評価規準例

指導事項

言語活動

「単元名」
（めあて）

評価を
見取る場面

評価規準例

（B 概ね満足
できる状況）

振り返りで見取る視点

（生徒に与える視点）

「評価Bに満たない生徒

や記述の仕方等で悩む

生徒に示す話型等」

思考力，判断力，表現力等の領域
（学習指導要領）
例示
例示

例示

例示

どう評価していくか！
「指導と評価の

一体化」

単元全体の評価規準例
（キーワード

振り返り
の評価
場面

振り返りで
見取る
評価規準例

振り返りで
書かせたい視点
書けない生徒への

支援例

振り返り
の評価
場面

振り返りで
見取る

評価規準例

振り返りで
書かせたい視点
書けない生徒への

支援例

指導に
生かす
見取り

記録に
残す
見取り

教師によるシートの活用

「粘り強さ」！
「学習調整力」！
今までとの違い！



１ 単元の目標
（１）話や文章の構成や展開について理解を深めることができる。〔知識及び技能〕（１）オ
（２）目的や場面に応じて、社会生活の中から話題を決め、異なる立場や考えを想定しながら集めた材

料を整理し、伝え合う内容を検討することができる。〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ（１）ア
（３）自分の立場や考えが明確になるように、根拠の適切さや論理の展開などに注意して、話の構成を

工夫することができる。〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ（１）イ
（４）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、思

いや考えを伝え合おうとする。「学びに向かう力，人間性等」
２ 本単元における言語活動
街の活性化のために考えたことについて議論や討論をする活動。
（関連：〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ（２）イ

３ 単元の評価規準

「時間まで生討論！私たちの街を活性化するには」
〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ話すこと・聞くことイ

成果
○見取り方例シートは「主体的に学習に取り組む
態度」を適切に見取るための参考例として有効
に活用できる。

○シートによって教師が単元を構想したり、単元を
見通したり、評価につなげたりすることができる。

課題
○ 「主体的に学習に取り組む態度」の
評価に当たっては、生徒の姿を見取
ることも重要なので、振り返りだけで
判断できない場合もある。

○記述を苦手とする生徒への支援方法
を、更に考慮していく必要がある。

提言
教師がシートを継続的に活用することで「主体的に学習に取り組む態度」を見取ることに慣

れ、評価への不安感が解消されると考えられる。また、指導事項を確認して学習計画等を練っ
たり指導案を作成したりする際に有効に活用できる。見取り方例シートは中学校第2学年の内
容で作成したが、他学年での活用も期待したい。

生徒の姿(授業後の振り返り）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①話や文章の
構成や展開
について理
解を深めて
いる。
（１）オ

①目的や場面に応じて、社会生活の
中から話題を決め、異なる立場や
考えを想定しながら集めた材料を
整理し、伝え合う内容を検討して
いる。Ａ（１）ア
②自分の立場や考えが明確になるよ
うに、根拠の適切さや論理の展開
などに注意して、話の構成を工夫
している。Ａ（１）イ

①「街を活性化」させるためのアイデ
アについて、根拠の適切さや論理
の展開について粘り強く工夫して
話の構成を考え、相手に納得して
もらうため、見通しをもって、予
想される反論や根拠を基に話の構
成を考えている。

４ 指導と評価の計画（４時間）

【単元の流れ】

時
過
程

学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等

１ つ
か
む

○司会者、提案者等の役
割を決めて討論会を行
うことを知り、学習の
進め方について見通し
をもつ。
○街を活性化させるため
のアイデアを考え、根
拠や根拠に関連する具
体的な体験や出来事に
ついて材料を集める。
○材料を整理しながら話
す内容を検討する。

・例として教師が実際に提案発表して見
せることで、討論会に興味をもたせる
ようにする。

・教材文である教科書の例を示し、討論
会の見通しをもたせる。

・「根拠」「理由」「反論」などをキー
ワードにしてメモできるようワーク
シートを配付することで、反論を想定
して話すために材料を整理しやすくす
る。

２ 追
究
す
る

○「人」「自然」「行
事」などで分類してグ
ループを作る。
○討論会の見通しをもっ
た上で材料の吟味、取
捨選択についてグルー
プごとに話し合う。

・生徒のアイデアにより分類できない場
合には、アイデアがより似ている生徒
や近くの席同士等で集まり交流できる
ようにする。

・互いに意見を述べ合うことで、更に説
得力ある根拠や具体例を思いついたり、
よりよいアイデアを創出したりするこ
とができるようにする。

３ ○予想される質問や反論
について、個別に考え
る。
○予想される質問や反論
についてグループで話
し合いながら、発表メ
モを作る。
○他グループの提案につ
いて質問や反論をグ
ループで話し合う。

・自分の考えに対して予想される反論に
ついて、個別で考える時間を設けるこ
とで、自分の考えを広げ、その後のグ
ループ交流につながるようにする。

・他グループの提案を聞く際には理由や
根拠まではあえて聞かないように指示
することで、実際の討論会の場で多様
な意見が出るようにする。

４
ま
と
め
る

○交代で司会者、提案者
の役割を決めて討論会
を行う。
○自分や相手の主張の明
確さ、より納得させる
ための話の構成につい
て振り返る。

・司会者に進行表を渡すことで、討論会
が円滑に進められるようにする。

・提案者にはメモを見続けて提案しない
よう指示することで、聞き手の顔を見
て話すことができるようにする。

・討論会に向けての準備から本時までの
単元全体を振り返ることで、自身の学
びや成長に気付けるようにする。

・振り返りの際、記述の仕方等で悩む生
徒にはその都度声を掛けたり視点を与
えたりすることで、全員が自身の気付
きや変容を書くことができるようにす
る。

〔主体的に学習に取り組む態度〕①
振り返り（ノート）
・聞き手により説得力をもたせる
ための表現や構成の検討。

〔思考・判断・表現〕①
ワークシート
・提案するアイデアを決め、その
根拠や具体的な経験等、話す材
料の整理と反論の検討。

〔思考・判断・表現〕①
ワークシート
・提案するアイデアの決定と内容や材料
の検討。

〔思考・判断・表現〕②
ワークシート
・異なる立場での反論の想定と、
反論に対応できる構成の再検討。

〔主体的に学習に取り組む態度〕①
振り返り（ノート）
・聞き手を納得させるための答え
方の検討やメモの準備。

〔知識・技能〕①
ワークシート
・話の構成や展開。

〔思考・判断・表現〕②
ワークシート
・聞き手を納得させるための適切
な根拠や論理の展開の検討。

時 主たる学習活動 評価する内容 評価方法
１ 司会者、提案者等の役割を決めて討論
会を行うことを知り、生徒が学習の進
め方について見通しをもった上で提案
するアイデアを決め、その根拠につい
て材料を集める。

〔思考・判断・表現〕① ワークシート

２ 「人」「自然」「行事」などで分類し
てグループを作り、討論会の準備をし、
見通しをもった上で材料の吟味、取捨
選択についてグループごとに話し合う。

〔思考・判断・表現〕① ワークシート

３ 予想される質問や反論についてグルー
プで話し合いながら、発表メモを作る
とともに、他グループの提案について
質問や反論をグループで話し合う。

〔思考・判断・表現〕② 発言・発表・
ワークシート

４ 交代で司会者、提案者の役割を決めて
討論会を行い、自分や相手の主張の明
確さ、より納得させるための話の構成
について振り返る。

〔知識・技能〕①
〔思考・判断・表現〕②

ワークシート

〔主体的に学習に
取り組む態度〕①

振り返り
（ノート）

〔主体的に学習に
取り組む態度〕①

振り返り
（ノート）

「アイデアに対する課題を
解決するための意見を
考えることが難しかった」

「空き家を利用するという
○○さんの意見が
参考になった」

「地元の人にとって、観光客にとって、
という両方の考え方で○○さんが意見を
言っているのが参考になりました」

…見取り方例シートを活用した部分


